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第 133 回定時株主総会、第 5 号議案に対する 

Institutional Shareholder Services, Inc.（ISS 社）の反対推奨に関する当社見解について 

 

さて、今般、一部の株主・投資家様から、6 月 29 日に開催を予定しております当社    

第 133 回定時株主総会の第 5 号議案「当社株式の大量取得行為に関する対応策（買収防衛

策）の継続導入の件」に関しまして、Institutional Shareholder Services, Inc.（ISS 社）が、

反対を推奨しているとの情報をいただきました。 

ISS社は、当社グループと丸紅グループに取引関係があることを理由に、当社社外取締役

候補者であり、買収防衛策における独立委員会委員候補者である勝俣宣夫氏（現丸紅㈱  

取締役会長）の独立性に疑義があるとして、第５号議案について反対推奨を行っているも

のと当社は理解しております。 

しかしながら、当社といたしましては、下記のとおり、当社グループと丸紅グループと

の取引は僅少なものであることから、勝俣氏は、現経営陣から独立した社外取締役候補者

であるとともに、同様に、現経営陣から独立した買収防衛策における独立委員会委員候補

者であると考えております。 

つきましては、株主・投資家の皆様におかれましては、本定時株主総会において、当該

議案を含めた各議案につきまして、何卒主旨をご理解いただき、ご承認を賜りますよう  

お願い申し上げます。 

 

記 

                                               

１．当社グループの丸紅グループに対する売上高 

2008年度 丸紅グループに対する売上高 ： 30百万円 

2008年度 当社グループの連結売上高 ： 376,534百万円 

連結売上高に占める丸紅グループに対する売上高比率 ： 0.0079% 

 

 



２．当社グループと丸紅グループとのその他の取引関係 

① 丸紅インフォテック㈱の株式取得について 

当社は、情報サービス事業を制御・計測機器事業に次ぐ主要事業に育てるべく、2005

年度まで同事業の立ち上げを図ってまいりましたが、結果的に同事業単独での黒字化

は難しいと判断し、2006年度以降は事業規模を縮小のうえ制御事業に統合しておりま

す。 

丸紅インフォテック㈱の株式取得に関しては、同社との協業による情報サービス 

事業の早期立ち上げを目的に、2002年10月に同社株式の10.9%を取得したものですが、

情報サービス事業の規模縮小にあたり、すでに2007年9月に全株式を売却しておりま

す。 

② 丸紅横河メディカルエンジニアリング㈱の設立について 

ロボット放射線治療装置等高額な医療機器の保守を行う会社として2001年1月に 

設立（当社グループ 出資40%)しましたが、事業化の目途が立たず、2003年10月  

に会社を清算しております。 

 

以  上 


